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第１回 定 例 会
☜ 35議案等を審議

 人事案件１件◀

 規約１件◀

 条例８件◀

 一般議案４件◀

 令和３年度補正予算10件◀

 令和４年度当初予算８件◀

 令和４年度補正予算２件◀

 議員提出議案１件◀

条　例

新

規

条

例

議 案 第 ６ 号
入間市新庁舎等整備事業民間事業者選定委員会条例
新庁舎等の整備を官民連携手法により実施するに当たり、民間事業者の選定を公正かつ適

正に行うための委員会を設置するために必要な事項を定めるものです。

議 案 第 ８ 号
入間市空家等の適正管理に関する条例　
空家等が適正に管理され、周辺の生活環境の安全が確保された安心して生活できるまちの

実現に寄与することを目的に、空家等の適正管理に関する必要な事項を定めるものです。

一

部

改

正

条

例

議 案 第 ３ 号
入間市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正す
る条例

議 案 第 ４ 号 入間市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

議 案 第 ５ 号 入間市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例

議 案 第 ７ 号 入間市消防団条例の一部を改正する条例

議 案 第 ９ 号 入間都市計画事業土地区画整理事業施行規程の一部を改正する条例

議案第10号 入間市学童保育室設置及び管理条例の一部を改正する条例

※色の付いた議案は賛否が分かれた議案となります。
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■賛否が分かれた議案等 表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員、欠は欠席の議員、退は退席の議員

議案等

番号
議案等の件名

自由民主党入間市議団
公明党

入間市議団
日本共産党
入間市議団

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

無
所
属
の
会
賛
　
成

反
　
対

議

決

結

果

等

横
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淳
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岡

治

郎
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鈴
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忠
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仲

リ

カ
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谷
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渉

双

木

小

百

合
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勉

吉

田

賢

一
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司
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美

恵

子

金

澤

秀

信

向

口

文

恵

末

次　

正

安

道

佳

子

小

出　

亘

佐

藤　

匡

野

口

哲

次

細

田

智

也

市
長
提
出
議
案

6
入間市新庁舎等整備事業民間
事業者選定委員会条例

○ ○ ○ 議　　
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 18 3

可決

原案

24 令和４年度入間市一般会計予算 ○ ○ ○ 議　　
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 17 4

可決

原案

25
令和４年度入間市国民健康保
険特別会計予算

○ ○ ○ 議　　
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 18 3

可決

原案

26
令和４年度入間市後期高齢者
医療特別会計予算

○ ○ ○ 議　　
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 18 3

可決

原案

議案等番号 議 案 等 の 件 名

市

長

提

出

議

案

1 入間市教育委員会委員の任命について

2 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について

3
入間市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する
条例の一部を改正する条例

4
入間市職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例

5
入間市会計年度任用職員の給与等に関する条例
の一部を改正する条例

7 入間市消防団条例の一部を改正する条例

8 入間市空家等の適正管理に関する条例

9
入間都市計画事業土地区画整理事業施行規程の
一部を改正する条例

10
入間市学童保育室設置及び管理条例の一部を改
正する条例

11 市道路線の廃止について（市道Ａ２３０号線）

12 市道路線の認定について（市道Ａ２３０号線）

13
市道路線の廃止について（市道Ａ７１７号線ほ
か１路線）

14
市道路線の認定について（市道Ａ７１７号線ほ
か３５路線）

15 令和３年度入間市一般会計補正予算（第１３号）

16
令和３年度入間市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）

令和４年３月定例会（第１回定例会）議決結果

議案等番号 議 案 等 の 件 名

市

長

提

出

議

案

17
令和３年度入間市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号）

18
令和３年度入間市介護保険特別会計補正予算（第
２号）

19
令和３年度入間都市計画事業武蔵藤沢駅周辺土
地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

20
令和３年度入間都市計画事業入間市駅北口土地
区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

21
令和３年度入間都市計画事業扇台土地区画整理
事業特別会計補正予算（第２号）

22
令和３年度入間市水道事業会計補正予算（第１
号）

23
令和３年度入間市下水道事業会計補正予算（第
１号）

27 令和４年度入間市介護保険特別会計予算

28
令和４年度入間都市計画事業入間市駅北口土地
区画整理事業特別会計予算

29
令和４年度入間都市計画事業扇台土地区画整理
事業特別会計予算

30 令和４年度入間市水道事業会計予算

31 令和４年度入間市下水道事業会計予算

32 令和４年度入間市一般会計補正予算（第１号）

33 令和３年度入間市一般会計補正予算（第１４号）

34 令和４年度入間市一般会計補正予算（第２号）

■全会一致の議案等

議案等番号 議 案 等 の 件 名

議員
提出
議案

1 ロシアのウクライナへの軍事侵略を非難する決議について
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令和４年度入間市特別会計予算一覧表

会 計 名 予 算 額 前年度比較増減率

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 １４１億３，５０４万１千円 △１．４％

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ２２億８，２３０万７千円 １４．０％

介 護 保 険 特 別 会 計 １１９億６，２７１万９千円 １．９％

入間市駅北口土地区画整理事業特別会計 ８億３，８００万 円 ９７．２％

扇 台 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 ４億３，２００万 円 △３．３％

総　　額 ２９６億５，００６万７千円 ２．４％

※武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業特別会計につきましては、換地処分公告により事業完了しました。

令和４年度予算の内容をチェック

自主財源243億1920万4千円（54.0％）　依存財源206億9079万6千円（46.0％）
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0

その他の内訳

分担金及び負担金、使用料及び手数料、

財産収入、寄附金、利子割交付金、配当割交付金、

環境性能割交付金、株式等譲渡所得割交付金、

地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、

法人事業税交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、

地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

209億4,092万4千円

46.5%

9億7,654万円

2.2%

6億円

1.3%

8億1,453万1千円

1.8%

3億2,033万2千円

0.7%

20億2,100万円

4.5%

71億6,703万7千円

15.9%

33億1,952万7千円

7.4%

38億1,590万円

8.5%

50億3,420万9千円

11.2%

市税 繰入金 繰越金 諸収入 地方譲与税 地方交付税 国庫支出金 県支出金 市債 その他

市民１人あたり：14万 3,126 円

１世帯あたり：31万 2,682 円

市民負担額

令和２年

令和３年

令和４年

歳入
総額450億1,000万円
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　令和４年度の一般会計当初予算は、前年度対比 1.9％増の４５０億１，０００万円となり、市長から施政方針として、

以下の趣旨の提案理由が説明されました。

　歳入において市税や各種交付金は増額を見込み、適債事業には市債を最大限に活用するなど財源確保を図りまし

た。歳出では、市民サービスの維持に配慮し既存事業の見直しに取り組み本市の将来を見据えた事業は積極的に予

算措置を講じるなど、必要性、緊急性、優先性などを考慮した事業編成を行い、経費の調整を図りました。

※一般会計予算の概要より

総務費 
地区センター準備事業

5,976万2千円

【事業概要（要約）】令和５年４月の

地区センター化に向けて工事等

を行う。

民生費
学童保育事業（学童保育費全体）

４億 2,668 万円

【事業概要（要約）】民間保育室、民間

委託施設を増設し運営の安定化を図

る。移設工事完了に伴う４施設の解

体工事を予定。

土木費
新産業用地創出事業

1,503 万 5千円

【事業概要（要約）】企業立地と雇用の促

進を図るため、新たな産業用地の創出

を図る。事業フレームの検討と地権者

意向調査等を実施。

衛生費
新最終処分場整備事業費

２億 876万８千円

【事業概要（要約）】平成 30 年度に

策定した「入間市新最終処分場

施設整備基本構想」をもとに整

備を進める。

教育費
中央公園テニスコート改修工事

6,544 万 7千円

【事業概要（要約）】クレーコートから砂

入人工芝コートへ改修し、通年利用を

可能とする。

令和４年１月1日現在　人口146,311人　世帯数66,972世帯

一般会計

予算

210

200

190

180

170

160

150

140

130

120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

その他の内訳

議会費、 労働費、 農林水産業費、

商工費、 消防費、 諸支出金、予備費

54億8,764万4千円

12.2%

201億5,679万2千円

44.8%

39億8,843万7千円

8.8%

39億1,558万9千円

8.7%

48億8,868万4千円

10.9%

39億178万8千円

8.7%
26億7,106万6千円

5.9%

総務費 民生費 衛生費 土木費 教育費 公債費 その他

市民１人あたり：30 万 7,632 円

１ 世 帯 あ た り：67 万 2,072 円

令和２年

令和３年

令和４年

歳出
総額450億1,000万円

EV活用再生可能エネルギーマネジメント事業

779万 2千円

【事業概要（要約）】民間事業者と連携し、EV

車のシェアリングを行いゼロカーボン・

ドライブを通じ、市民等の脱炭素社会の

推進と普及啓発を促す。
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　討論の詳しい内容は、市ホームペー

ジの「会議録検索」ページでご覧いた

だけます。（本定例会の会議録は次回定

例会開会までに掲載する予定です）

日本共産党入間市議団

一

般

会

計

討

論

　世界的パンデミックの中、岸田政権は社

会保障削減と大軍拡路線を推進。コロナ禍

で市民の暮らしは厳しさを増している。国

の悪政から市民の命と暮らしを守るのが自

治体の役割。しかし、国言いなりの市政運

営が鮮明な予算となっている。反対の事業

は、①公共施設マネジメント計画による公

民館の地区センター化とD B O手法による

市庁舎建て替え事業。市民説明が不十分で、

財政縮減効果も曖昧。計画の見直しが必要。

②基地対策費③行革推進事業によるサービ

ス削減④マイナンバーカード関連事業⑤新

産業地創出事業等10事業について反対。

市 民 フ ォ ー ラ ム

一

般

会

計

討

論

　限られた財源の有効配分に留意し、市民

の安全、生活利便性の確保を図り、社会保

障関連の伸びに対応するとともに、子ど

も・子育て支援の更なる充実を図っている

ことは評価できる。

　しかし、地区センター整備事業およびDBO

手法による新庁舎等整備事業は首肯できな

い。公民館・出張所から移行する４地区セ

ンターでは、一人増員の５人で公民館業務

に加え支所業務を行い、地域づくりを進め、

相談の窓口も行うことになる。これでは混

乱が生じる。DBO手法選択では、従来手法と

比較した10％以上のVFMと定性評価に疑問。

自由民主党入間市議団

一

般

会

計

討

論

　当初予算は過去最大の規模に達している。

地域子育て支援拠点の多機能化等で保育基

盤は整備され、ICT機器の活用促進等により

学習環境は充実。主要路線である安川新道

線等の道路整備は進む。公立保育所の用地

取得や、新市庁舎に向けた、公共施設整備

基金への２億円の積立を評価する。新たな

産業用地の創出にも、取り組んでいる。

　また、地球温暖化対策実行計画の策定、

公用車のEV化やカーシェアリングの実施な

ど、SDGsの流れを捉え、脱炭素・資源循環

型社会推進の施策に着手している。各施策

の一層の推進を期待し、賛成する。

公 明 党 入 間 市 議 団

一

般

会

計

討

論

　２年余り続くコロナ禍に加え、ロシアの

ウクライナ侵攻により国際情勢は緊張状態

にある。日本経済にも影響を及ぼす不安定

な状況下での新年度スタートだが、市民サ

ービスは堅持しながら市の将来を見据えて

挑戦する予算編成は評価する。特に、カー

ボンニュートラルを目指してエコ・クリー

ン政策課を設置し、公用車にEV車の導入な

ど、先進的な取り組みに期待。地区センタ

ーへの移行はコロナ禍により市民説明が十

分にできていない現状。市民に混乱が起き

ないよう配慮を。耐震基準を満たさない市

役所整備事業の計画的推進を期待し、賛成。

討

論

一

般

会

計

特

別

会

計

令和 4 年度一般会計・特別会計

の決算について賛成・反対の討

論をしました。各会派の討論の

概要を報告します。

特

別

会

計

討

論

自由民主党入間市議団

（国民健康保険特別会計）

　総額の減の要因は、広域高齢者医療制度

への移行等による加入者の減少であるが、

歳入は、保険税が改定により増額の見込み。

歳出は、保険給付費が加入者の減少から減

額だが、一人当たりの医療費は増額してい

る。安定した事業運営を要望し賛成する。

（後期高齢者医療特別会計）

　総額は、高齢化の進展による被保険者の

増加見込みと、２年ごとの保険料改定で増

加。歳入は、事務費繰入金、歳出は、納付

金や徴収事務の費用を計上。制度を維持・

運営するための適正なものと考え賛成する。
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入間市議会全議員 22 名がロシアのウクライナへの軍事侵略を

非難する決議を提出し、全員一致で可決されました。

　ロシアは、ウクライナ全土への軍事攻撃を行っており、既に、ウクライナでは、民間人を含む

数多くの命が奪われている。

　今回の侵攻は、力を背景に一方的な現状変更を試みるものであり、明白な国際法違反である。

断じて容認する事は出来ない。

　また、プーチン大統領による核の威嚇は、世界の核軍縮の体制を無力化しかねず、平和都市宣

言の入間市としては決して看過出来ない。戦争被爆国の日本は、核兵器による威嚇も使用も断じ

て許してはならない。

　入間市議会は、ロシアによる軍事的暴挙に対し厳重に抗議し、最も強い言葉で非難するととも

に、ロシア軍の即時の攻撃停止、完全かつ無条件での撤退を強く求める。

　また、日本国政府には、国際社会と緊密に連携し、毅然たる態度でロシアに対する制裁措置を

含む厳格な対応を強く要請する。

決

議

決  議

討  論

ロシアのウクライナへの

軍事侵略を非難する決議

特

別

会

計

討

論

公 明 党 入 間 市 議 団

（国民健康保険特別会計）

　本予算は、国保運営方針に基づき、令和

９年度からの県内の保険税水準の準統一を

図りつつ、コロナ禍にも配慮し、税率を改

定した。国保財政の安定化には、病気の早

期発見と発症を未然に防ぐことが重要。健

康づくり事業の積極的展開を要望し賛成。

（後期高齢者医療特別会計）

　10月から一定以上の所得者は、窓口負担

が2割となる。今後、団塊の世代が75歳以

上となり、現役世代の負担拡大が予想され

る。現役世代の負担を抑え、本制度を未来

につなぐために必要と判断し賛成する。

特

別

会

計

討

論

日本共産党入間市議団

（国民健康保険特別会計）

　税額改定で総額１億5,000万円の増。平均

で被保険者一人当たり4,383円、1世帯当た

り6,819円の増。試算では３人世帯所得202万

円で17,500円、世帯所得276万円で22,900円の増。

国保世帯の限界を超える負担増には反対。　

（後期高齢者医療特別会計）

　均等割額が2,470円の増。賦課限度額が64

万円から66万円へ。平均保険料が2,292円の

増。「軽減税率特例」が縮小・廃止されて

いる。この制度は75歳を過ぎると負担が重

くなる。年金暮らしの高齢者には限界であ

り、また更なる引き上げには反対。

全議員22名がロシア軍の侵攻を受けているウクライナへの人道支援に

賛同し、国連UNHCR協会に総額30万円の送金をしました。

※UNHCRとは、国連難民高等弁務官事務所です。

●

●●

●

ロシアのウクライナへの軍事侵略を非難する決議（要約）
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古仲　リカ　議員

建武橋、

いるま写真ポスト

野口　哲次　議員

地区センター

機能の見直し

一

般

質

問

質　問　地区センターの標準的な配置は、

センター長と地域づくり担当４人、住民事

務担当３人である。公民館・出張所から移

行する４地区センターでは現事務室に両担

当を置く。何人の配置を考えているのか。

市　長　概ね５人とし、１人が地域づくり

と住民事務を兼務する。

質　問　現公民館は４〜５人の配置である。

１人程度の増員で公民館業務に加え支所業

務を行い、地域づくりを進め、相談の窓口

も行うのか。

市　長　限られた人員ではあるが、本庁と

連携し、しっかりとやっていく。

質　問　窓口は現公民館の一つ二つであり

滞留が心配される。当該４地区センターは

市役所に近い。証明書のコンビニ交付等オ

                          

住民事務担当 

本庁との連携により対応する業務 

 

センター長 

地域づくり担当 

コミュニティ・社会教育・地域保健・

地域福祉等の推進にかかる業務
 

地区センター担当配置図　整備計画（素案）より

ンライン化を進めている。これらの事情を

考慮すると、４地区への支所機能移行は凍

結しては。

市　長　全地区で同様のサービスが受けら

れるよう整備していく。

質　問　相談窓口は、兼務の職員が行う適

切な機関につなぐ初期対応とのこと。複合

的な課題の場合、最初から継続的な支援が

できる方が良い。外部人材を活用しては。

市　長　まずは、住民事務担当が受け、本

庁の総合相談支援室と連携し対応していく。

質　問　建武橋について⑴仮橋設置後の交

通規制⑵工期と地元等への説明⑶大事な建

武橋の直下市道F417号線、道路幅員の検討。

都 市 整 備 部 長　⑴仮橋は、所沢方面１車

線、入間方面１車線の上下線で通行が可能

となる⑵仮設歩道橋設置後、現建武橋と歩

道橋撤去、新建武橋と地下道施工、最後に

取付部を施工、R8年度完了予定。工事の進

捗状況に合わせチラシ等で報告⑶重要な道

路と捉え、機能復旧する形で幅員について

も飯能県土整備事務所と協議を進める。

質　問　いるま写真ポストについて⑴概要

と活用状況⑵市外の方も興味をもつような

周知を⑶市民と一緒に取組む事業発展は。

企 画 部 長　⑴市内の情報を写真と共に投

稿できる事業、新たにLINE版を導入、GPS機

3月18日上下線が通行可能となる建武橋（仮橋）と
改善を願う地下道F417号線

能の活用で情報精度も高まり、事務が簡素

化された⑵イベント企画の際にポスター掲

示等で利用向上に努める。未来共創推進室

で様々な取組を検討⑶市民協働での地域課

題解決へ繋げる仕組み等を連携し研究する。

質　問　子宮頸がんワクチン予防接種につ

いて⑴接種対象者以外で希望する方への対

応⑵令和４年度接種対象者への案内方法は。

健 康 推 進 部 長　⑴法改正により条件付き

で施行予定だが詳細は未通知⑵対象者へ配

慮し２期に分けて直接予診票を個別に通知。
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内村　忠久　議員

イツモ防災・

学童保育について

向口　文恵　議員

コミュニティ・

スクールの導入

質　問　イツモ防災「命を守る三つの自助

の取組」⑴家具の固定（転倒防止）の必要

性、⑵災害用伝言サービスの活用周知、⑶

三日分以上の水・食料の備蓄（ローリング

ストック）の推進についての取組は。

危 機 管 理 監　⑴自宅を安全にすることは

防災の基本であり身を守るには家具固定が

必須である。⑵災害用伝言サービスの活用

は効果的。実際に体験することが望ましい。

毎月1日、15日は誰でも体験でき、周知を

行う。⑶ローリングストック法を推進し食

糧備蓄をすれば自助による食糧備蓄が実施

できる。積極的に啓発を行っていく。

質　問　学童保育室において発達障害等の

特別な配慮が必要な児童についての対応は。

こ ど も 支 援 部 長　保育には様々な形で配

質　問　コミュニティ・スクールとは、学

校と保護者や地域が知恵を出し合い、学校

運営に意見を反映させ協働しながら「地域

とともにある学校づくり」を進める法律に

基づいた仕組みと文科省は定義。平成28年

12月定例会で導入を提案したが、いよいよ

来年度より導入の方向性が示された。①こ

の５年間の検討状況は。②県下の導入状況

は。③入間市の教育の将来像について。④

推進体制について。⑤実施に向けた工程は。

教 育 長　①学校応援団など充実していた

こともあり必要性は高くなかったが、年々

導入が広がり検討に至った。②県下52自治

体が導入。学校数は701校。③学校ごとに異

なるが地域の活性化や人材育成の一助とな

ることに期待。④学校評議員会、PTA、後

一 般 質 問

コミュニティ・スクールの仕組み
（文科省ホームページより）

公設民営の学童保育室

※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。

援会、健全育成会、おやじの会、学校応援団

その他多くの団体とかかわりを持つことを

想定。⑤令和４年度中にモデル校（５校）

で実施。順次、拡大し全校実施を目指す。

質　問　「生理の貧困」とは経済的理由だ

けでなく、生理が理由で様々な機会を制限

され、失うことも「生理の貧困」である。

民間企業の提供する「生理用品自動提供

機」を設置し、女性の生活の質の向上を。

市 民 生 活 部 長　先進的に導入した自治体

の状況を確認し導入の可能性を研究する。

慮が必要な児童がおり、配慮が必要である

ことを前提に保育にあたっている。

質　問　保育現場の声をどの様に把握され

ており、どの様に対応されているのか。

こ ど も 支 援 部 長　児童にとって過ごしや

すい場所とするためどの様な支援が必要か

協議し各部署と調整し人員増の対応を行う。

質　問　学童保育室の運営方法について公

設公営、公設民営、民設民営の方向性は。

市 長　業務委託した学童保育室の状況や

効果等を検証していく。
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双木　小百合　議員

青梅IC北、教員応援

在宅医療介護

吉田　賢一　議員

環境・交通・

上下水道について

質　問　ゼロカーボンシティについて。

環 境 経 済 部 長　ゼロカーボンシティの実

現に効果を発揮する、新たな事業に取り組

んでいく。再生エネルギーの導入、省エネ

ルギーの促進、緑化推進、廃棄物等の発生

抑制など、循環型社会の形成などについて

定める予定。市の職員で地球温暖化対策推

進体制ワーキングチームを設置し、職員が

率先して取り組む。令和４年度からは、再

生可能エネルギーの活用が広がるよう見直

し、V２H設置に対する補助をする予定。

質　問　てぃーワゴンの運用について。

都 市 整 備 部 長　令和４年度に利便性向上

に向け、利用者などからいただいた意見と、

現在、実証実験中のデマンド交通の検証結

果を参考に地域に応じた効果的・効率的な

運行が図れるよう見直しを行う。

質　問　入間市に関連したキャラクターを

使用した、デザインマンホール蓋について。

上 下 水 道 部 長　入間市でも取り入れ、来

訪者の増加につながると考えている。現時

点では、具体的なデザインは決まっていな

いが、先進自治体を参考にしながら、関係

部署と連携を図り、魅力あるマンホール蓋

を作製したい。また、シティセールスにつ

ながると考え、ご意見を踏まえ検討してい

く。

質　問　青梅IC北側工業系土地利用推進エ

リアの⑴土地利用への課題⑵取組み体制と

スケジュール⑶市民等の意見聴取の考え方

⑷実現効果、理想像の描き方は。

副 市 長　⑴〜⑶ 関係法令の手続が課題だが、

地権者主体協議会と連携し早期実現に取り

組む。多方面からの意見等を反映させたい。

市　長　⑷新たな企業進出と雇用創出で先

進・特徴的、周辺環境との調和が図られ、

市民が期待感を抱ける産業団地を実現する。

質　問　教員業務と学校応援⑴教員の多忙

の原因⑵教員業務ごとの人員不足の実態⑶

学校応援の課題⑷充実が必要な教育資源は。

教 育 長　⑴教師が教え込む形から仲間と

協働し答えを導き出す教育変容へ対応⑵本

来業務の適切な対応へ新たな組織作り必要 

⑶学校応援は個人情報保護を慎重に⑷コミ

ュニティ・スクール導入２地区で地域教育

資源活用の連携・協働の学校教育を実現。

質　問　「人生会議」⑴背景と目的⑵普及

方法と課題⑶在宅で生き抜く選択への対応。

健 康 推 進 部 長　⑴自分らしい最期に希望

する医療や介護を周囲と共有⑵家族・地域

包括・在宅医療・介護関係者と話合い「人

生会議ノート」に記録する意義を周知⑶入

間地区医師会へ委託の市在宅医療支援セン

ターの普及啓発、研修、相談支援活用を。

「人生会議ノート」
自分の生き方を
自ら考え、家族や
身近な人と話合う
ために

色々なマンホールカード
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大野　勉　議員

土地利用・空き家対策・

労働行政

末次　正　議員

新最終処分場

施設整備に向けて

質　問　土地利用構想を見直す場合、土地

区画整理事業が前提条件か。

企 画 部 長　面整備の手法として区画整理

方式は有効な手法である。

質　問　土地区画整理事業の場合、完了ま

でにどの位の期間を想定しているか。

企 画 部 長　スピード感をもって取り組む

が、後期基本計画の５年間で目途をつけ、

次期総合計画で基本構想に位置付ける。

質　問　第２次入間市空家等対策計画で対

象とした空き家の数は。

危 機 管 理 監　住宅総数64,540戸のうち空き

家は4,900戸あり、そのうち今計画で対象と

したのは市民等から情報のあった179件。

質　問　特定空家等に対する課税は。

総 務 部 長　納税義務者を確知できない場

質　問　市民から、「公民館のWi-Fiはつな

がりにくい」との声、改善が必要では。

企 画 部 長　整備計画を前倒しで進める。

質　問　災害時の通信手段として公民館の

Wi-Fi環境整備は喫緊の課題、見解を問う。

危 機 管 理 監　つながりにくさを解消する

ため、Wi-Fiアクセスポイントを増設する。

質　問　避難所となる公共施設のWi-Fi環境

の計画的設置に向けた見解を問う。

危 機 管 理 監　早急に対応すべきと認識。

質　問　新最終処分場整備と併せ、市道幹

36号線（桂通り）の今後の排水対策を問う。

都 市 整 備 部 長　側溝や浸透施設の状況を

適宜確認し、清掃等の維持管理を行なう。

質　問　処分場跡地利用については、様々

なアイデアがある。協議会を設置すべき。

一 般 質 問 ※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。

市　長　地元の意見を尊重して進める。

質　問　学校給食費の公会計化ついて教育

長の認識を問う。

教 育 長　会計の透明化の観点からも公会

計化は必要。私会計から公会計に移行した

中学校をモデルとして、移行手法の研究を

進めている。

質　問　公会計化のスケジュールを問う。

教 育 長　職員研修会のテーマとして、給

食費と併せ、他の徴収金の徴収方法につい

ても研究を進めている。

合は課税を保留しているが、所在不明等の

場合には公示送達を行っている。

質　問　特定空家に対する市の対応は。

副 市 長　来年度施行予定の「入間市空家

等の適正管理に関する条例」等に基づき、

生活環境の安全が確保されるよう進める。

質　問　雇用市場の変化に対する認識とこ

れからの市の取り組みは。

環 境 経 済 部 長　雇用市場が変化している

と認識しており可能な支援を展開していく。

【その他】環境行政・気候変動について。

第 6次入間市
総合計画・基
本構想の土地
利用構想図

土土地地利利用用構構想想図図  
  1

元加治駅

仏子駅

入間市駅

武蔵藤沢駅

金子駅

住 居 系 地 域

凡 例

工 業 系 地 域

商 業 系 地 域

特定産業系地域

文 教 系 地 域

農 業 地 域

緑 地

商業・業務の中心拠点

生活拠点

入間ＩＣ

青梅ＩＣ

工業系土地利用推進エリア

令和 10 年頃に埋め立て完了予定の最終処
分場埋立地（面積 16,350㎡）
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細田　智也　議員

脱炭素・避難所運営・

発達障害

永澤　美恵子　議員

全ての子育てに優しい

入間市に

質　問　「医療的ケア児と家族を支援する

法律」が制定され、本人と家族を地域で支

える切れ目のない支援策を講ずることとな

った。今後の計画と対応は。

市　長　現在５名の医療的ケア児コーディ

ネーターを中心に関係各課が参加する会議

を定期的に行っている。保育所は過去の経

験から、受け入れガイドラインを作成。保

健師は入院時から対応。開設予定の支援セ

ンターと連携し、家族も含めて支援する。

教 育 長　障がいの有無により、入学を拒

否することはない。保育所を参考にガイド

ラインを作成する。

質　問　多胎児の子育て家庭では母親への

過度な負担から虐待に至るケースが2.5〜４

倍。経済的支援も含めた検討を。

健 康 推 進 部 長　妊婦健診支援事業につい

て県と調整していく。

こ ど も 支 援 部 長　来年度より、産後ケア

事業利用料に多胎児加算を実施する。

質　問　低体重児のための「リトルベビー

ハンドブック」の導入を。

健 康 推 進 部 長　県で実施を検討中。

質　問　全ての子育て情報を掲載している

「いるま子育てナビ」だが障がい児施設等

の情報がない。近隣市も含め掲載を。

こ ど も 支 援 部 長　掲載に向けて調整する。

質　問　①ゼロカーボンシティを宣言して

から、どのような取り組みをしてきたか。

②入間市脱炭素ロードマップの作成予定は。

③実現に向けた今後の取り組みは。

環 境 経 済 部 長　①地球温暖化対策実行計

画（区域施策編）の策定の為に、環境省の

二酸化炭素排出抑制対策事業費補助金を活

用し、事前調査を令和３年度に実施。ごみ

減量化･資源化の推進として資源再利用奨

励補助事業を実施。②令和4年度に作成予

定。③市庁舎への再生エネルギーの導入、

公用車の電気自動車導入とシェアリング事

業、学校給食残渣の再資源化等に取組む。

質　問　避難所運営マニュアルに性的少数

者への配慮の記載を令和元年12月議会から

要望していたが、検討の現状は。

危 機 管 理 監　地域防災計画は改訂を含め、

令和４年４月から運用開始予定。避難所運

営マニュアルも追加の改訂を行う。

質　問　厚生労働省も発達障害児の養育経

験のある親が、同じ境遇の親に寄り添い、

相談に応じるペアレントメンターの養成派

遣事業を推進しているが、今後当市として

も活用していく考えは。

こ ど も 支 援 部 長　大変有効であると承知

している。今後は県の委託先と調整をし、

活用について検討していく。

低体重児のための広島県の

「リトルベビーハンドブック」

入間市防災
ガイドブック
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安道　佳子　議員

コロナ対策・

少人数学級の実現を

松本　義明　議員

「トライアングル」

プロジェクト

質　問　オミクロン株による感染急拡大に

よる市の感染状況と対策は。

健康推進部長　１・２月の感染者は保育・

幼稚園等児童が273人職員35人。学校児童生

徒は467人、教職員14人。介護施設利用者は

51人で職員は55人。自宅療養者は717人で第

５波の３倍以上の感染者に。保健所業務は

逼迫し、管内から常時30人職員を派遣。入

間からも１人保健師を派遣し支援している。

市の支援では、自宅療養者にパルスオキシ

メーターの貸し出しを1231個、食料支援は

4609食配布し、支援をしている。

質　問　コロナ禍を経験し少人数学級の教

育効果が再確認されている。少人数学級の

教育効果に対する教育長の見解は。

教 育 長　学習のつまずきを捉えやすく、

質　問　発達障害等支援が必要な子どもと

その保護者への切れ目ない支援のために家

庭と教育と福祉の連携による「トライアン

グル」プロジェクトを推進していくべきで

ある。教育委員会、福祉部と連携しながら

児童発達支援センター「うぃず」が中心に

なり仕組みづくりを進めては。

こ ど も 支 援 部 長「うぃず」を中心に「ト

ライアングル」プロジェクトを推進する。

質　問　新型コロナウイルス感染症対策と

してワクチン接種が進んでいる。５歳から

11歳の児童が安心して接種するためには。

健 康 推 進 部 長　接種開始に先立ちアンケ

ート調査を実施した。効果や安全性、副反

応等を見極めてから接種を検討しておりHP

やSNSで情報提供をしていく。ワクチン接種

一 般 質 問 ※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。

が強制や差別につながらないよう関係機関

と連携して対応していく。

質　問　帯状疱疹の予防としてワクチン接

種の公費助成を検討すべきでは。

健 康 推 進 部 長　国から予防接種法による

定期接種化が示された際には近隣自治体の

動向を加味して検討していく。

質　問　帯状疱疹の早期発見・早期治療に

向けて広報の強化を図るべきでは。

健 康 推 進 部 長　HP、広報いるま、SNS等を

活用して周知に努める。

きめ細かな指導ができる。コロナ対応の距

離もとることができる。国の基準が変わり、

令和７年までに全学年35人学級になる。

質　問　蕨市や和光市等では独自に少人数

学級を実施。入間でも前倒し実施の検討を。

教 育 長　国・県基準で対応する。スクー

ルサポーターを配置し支援している。

質　問　学校の統廃合はコロナ対策に逆行。

統廃合計画は見直し、再検討を。

総 務 部 長　将来の人口減少と施設の老朽

化を見据えた統廃合計画。計画通り実施。

扇小学校高学年のクラスの様子（39人）

5歳から 11歳の児童の保護者に実施した小児

ワクチンに関するアンケート調査
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宮岡　治郎　議員

ニュータウン

繁田武平と豊岡大学

佐藤　匡　議員

災害対策、

ジェンダー平等の充実

質　問　⑴地震に起因する火災対策として、

住宅密集地における計画的な空き地の確保

を。⑵学校の統廃合・公民館の地区センタ

ー化により、避難所が遠くなり、避難でき

ない市民が増えるのではないか。

市　長　⑴消防活動困難区域の住宅密集地

で、かつ消防活動や避難する場所としてふ

さわしい諸条件を満たす適地であった場合

にはその必要性に応じて対応していく。⑵

市指定の避難所の数は減るが、避難所が市

の指定する避難所だけではなく各地区の集

会所などの緊急避難所も避難所となるので

必ずしもこれによって避難できなくなると

は考えていない。災害対応の現場本部が現

状の６カ所から９カ所に拡大することによ

り細やかで充実した災害対応ができるよう

になる。

質　問　ジェンダー平等と防災について。

市町村防災会議では全体の20％において女

性が登用されていないが、入間市の現状は。

市　長　現在の防災会議の委員は会長を含

め34人で、内女性は９名、約26.5％となって

いる。地域には子供、高齢者、障害のある

方など様々な方が暮らしているため、被災

時にもそれぞれに合わせた配慮が必要。特

に女性の視点による防災対策は重要である

ことから今後も引き続き女性の参画を促す。

質　問　『新光ニュータウン』の住民の生

活について。⑴「高齢者世帯」の増加で、

福祉分野の需要は。⑵区域は、上水道の末

端に位置するが、災害時等の給水対応は。

副 市 長　⑴10年間で2 . 4倍と高い増加傾向

にあるが、高齢者の中での要介護・要支援

の認定率は現時点では低い。⑵飯能市との

相互応援給水協定を締結し、専用連結管を

設置。東日本大震災による「計画停電」時

には、飯能市からの応援給水の実績がある。

質　問　大正末期から昭和初期の、文化事

業の『豊岡大学』について。⑴創設者繁田

武平氏と、豊岡公会堂の建設。⑵公開講座

としての概要、歴史的な意義。⑶渋沢栄一

氏の賛同と援助による文化事業として、入

間市のシティセールスの材料となるのでは。

教 育 長　⑴豊岡町町長として、公民意識

向上の教育施設を企画し、1923年竣工した。

地元実業家の寄付、町民の労働提供も有っ

た。⑵大正デモクラシー末期の1925年から

戦時体制突入の1937年に開催された。地方

青年に高度な教育の、学習の機会を作った。

市　長　⑶渋沢栄一氏は公会堂建設を支持。

多額の寄付やその波及効果により実現した。

各界の著名人を講師に招き、性別・年齢・

学歴を問わず参加出来た画期的な事業で、

「文化都市」を、全国にアピールできる。

いざという時のために風呂に水をためる

公開講座の豊岡大学の講義と受講者

豊岡公会堂にて（入間市博物館提供）
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小出　亘　議員

高齢者補聴器補助、

仏子やかん坂

質　問　補聴器の所有は日本では14パーセ

ント程度にとどまっている。主な要因とし

て、補聴器が高額なことと、公的支援の対

象が高度・重度の聴覚障害の方のみと支援

が限定されているため。この間、独自補助

を実施している自治体が増えている。認知

症予防を始めとした介護予防のためにも高

齢者の生活を支援し、社会参加を促進する

補聴器購入に助成制度を設けるべきでは。

市　長　障害者総合支援法の対象者以外に

補聴器購入の補助を行うのは難しい。現状

では補助制度を設けることは考えていない。

質　問　災害時に避難所となる学校体育館

へのエアコン設置は、生徒の熱中症対策に

も有効であることから着実に進んでいる。

国の緊急防災・減災事業債の活用は考えら

一 般 質 問 ※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。

れないか。

危 機 管 理 監　エアコン設置は必要と考え

るが多くの課題がある。実施する場合には

緊急防災・減災事業債は研究したい。

質 問　仏子やかん坂部分西武１４号橋は

今年度着工予定が、現在延期となっている。

危険な状況の改善の見込みは。

都 市 整 備 部 長　これまで４回入札を行お

うとしたが、参加する業者がいなかった。

業者やコンサルの意見を聞き、改修を実現

できるようにしたい。

工事が延期になっている仏子やかん坂

定例会最終日（3月17日）に紺野議長、小島副議長から辞職願が提出された
ため、正副議長選挙を行い、新たに鈴木洋明氏が議長に、内村忠久氏が副議
長に選出されました。この人事に伴い、総務常任委員会並びに１特別委員会
の委員長が選出されました。その他の議員等の欠員補充等がありました。

　３月定例会において、議長・副議長に就任いたしま

した。市民の皆様の負託に応え、公正で公平な議会運

営に努め、分かりやすい議会を目指してまいります。

議会の役割は、地域住民の声を市政に反映させ、行政

施策の監視機能を発揮することであります。

　今後も市民の立場に立ち開かれた議会を更に進める

ため、誠心誠意、職責を全うしてまいりますので、ご

支援、ご協力をお願いいたします。

議長

鈴木 洋明 氏
副議長

内村 忠久 氏

議会
人事

委員長及び委員交代
議会運営委員会

  紺野　博哉　　　小島　清人

総務常任委員会

 ◎  宮岡　治郎（委員長交代）

基地対策特別委員会

  紺野　博哉　

公共施設最適化検討特別委員会

 ◎  松本　義明（委員長交代）

 〇  長谷川　渉

  小島　清人

議会防災検討委員会

 ◎  長谷川　渉

議会広報委員会議会図書室運営委員会　　

  古仲　リカ

欠員補充
入間西部衛生組合議会　　

  紺野　博哉

埼玉県都市ボートレース企業団議会　　

  鈴木　洋明
◎は委員長／⃝は副委員長
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問い合わせ　〒 358-8511……埼玉県入間市豊岡一丁目 16番 1号　（04）2964-1111（ 議会事務局…内線 5112・5113・5114）

入間市インタビュー 市民の声

　入間市文化創造アトリエＡＭＩＧＯ！で、

音楽ディレクターをしています。生きた音

楽を分かち合う幸せを創ります。一方、「ヤ

マガラくらぶ」というボランティアグルー

プにも所属し、森の手入れをしています。

生き生きとした環境を守る活動です。

　森の中の植物を見ると、そのデザインに

リズムを見つけ、風や鳥の声にメロディや

ハーモニーを聴きます。他方コンサートで

演奏される作品には、明確に自然をテーマ

にしたもの、聴き手の想像力の中に浮かび

あがるものなどがあると思います。

　お互いに深く関係し合う 2 つの世界を

いつまでも大事にしたい、入間市が今後も

オーケストラやオペラ公演を招く事のでき

るホールを備え、みどり豊かな今の環境を

これ以上壊す事なく守れるように、ひとり

の市民として役割を果たしていきたいと思

います。

　入間に住んで８年になりますが、当時、

知り合いも居ない、何も知らない町で子育

てをしていくことに孤独と不安を感じてい

ました。ですが、自治会に加入していたこ

ともあり、私の周りには多くのサポーター

が見守っていてくれていました。今も会え

ば、子供に声をかけ成長を見守ってくれて

いる、そんな方々が近くにいるのは、とて

も嬉しいことです。

　この世代間の繋がりは、大切にしたいと

いう思いで、数年前に「子供の居場所」の

コミュニティーを作りました。地域の魅力

を体験し、思い出として残して欲しい。そ

こには、さまざまな世代の関わりがあり、

子供たちが教え教わり、顔見知りがたくさ

んできたら、すてきだなと思っています。

　子供の居場所とは言いますが、結局は、

自分がここに居て楽しいんですね。

　家では鬼のようなお母さんですが…。

高野　亜由美

【上藤沢】

表紙 /入間川　コサギ

撮影 /市民カメラマン

　　　黒田　健治さん

編集 /議会広報委員会
◎宮岡　治郎　○吉田　賢一

　小出　　亘　　池畠　　司

　大野　　勉　　双木小百合

　細田　智也　　金澤　秀信

　内村　忠久

発行 / 入間市議会　

いるま市議会だより
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○５月３０日（月）開会

○６月　３日（金）総括質疑

○６月　６日（月）総務常任委員会

○６月　７日（火）都市経済常任委員会

○６月　８日（水）福祉教育常任委員会

○６月１０日（金）一般質問

○６月１３日（月）一般質問

○６月１４日（火）一般質問

○６月２１日（火）閉会

６月定例会日程案

※日程については、変更する場合もありますので、

　議会事務局へお問い合わせください。

工藤　恵美

【小谷田】

インターネットアドレス
http://www.city.iruma.saitama.jp/gikai/
または「入間市議会」で検索

interview1 interview2

大人になったって私の守りたいもの
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